
競技委員会

委員長　小宮　貞夫

日　時 平成25年10月4日（金）　　第1組目　8時42分　スタート

使用コース 東コース　　⇒　　昼食　　⇒　　西コース

使用ティー 黒マーク

競技方法 18ホール・ストロークプレー

※ グランドシニア選手権　　スクラッチ競技　　

※ グランドシニア杯　　　　　 JGAハンディキャップ競技

※ セルフプレーとする

タイの決定 グランドシニア選手権、及びグランドシニア杯でタイが生じた場合は、年長者を上位とする。

組 時 間 競技者Ａ
JGA
HD

競技者Ｂ
JGA
HD

競技者Ｃ
JGA
HD

競技者Ｄ
JGA
HD

1 8:42  剱持　正男 20.7  豊島　尚 14  益子　己之次 14.1  武田　力三 22.6

2 8:49  飯沼　宏太郎 5  金子　繁 14  新田　宥 14.3  髙橋　順 21.2

3 8:56  干場　速雄 9.3  髙田　哲也 13.8  谷口　昭男 14.8  山本　賢寿 20.4

4 9:03  安藤　紀明 9.7  松江川　清 12.9  毛利　七平 14.8  三好　信雄 17.9

5 9:10  髙田　信興 9.8  山田　永治 12.8  井内　重忠 15.3  長谷川　十四三 17.3

6 9:17  秋山　昭三 9.9  大野　康雄 12.7  佐藤　仁守 15.6  石田　利秀 16.8

7 9:24  山中　孝一 10.1  中村　欣治 11.5  太田　利夫 15.8

8 9:31  小関　勇 10.6  志田　宜勇 11  磯谷　光男 16.5

※ 欠場があった場合、組合せは委員会が変更できるものとする。

※ 競技終了後、表彰式を行います。出席者はブレザーの着用をお願いいたします。

マーカーの指定

① 4名の組合せの場合、競技者Ａのマーカーは競技者Ｂ、競技者Ｂのマーカーは競技者Ｃ、

競技者Ｃのマーカーは競技者Ｄ、競技者Ｄのマーカーは競技者Ａが行うものとする。

② 3名の組合せの場合、競技者Ａのマーカーは競技者Ｂ、競技者Ｂのマーカーは競技者Ｃ、

競技者Ｃのマーカーは競技者Ａが行うものとする。

平成25年度　グランドシニア選手権・グランドシニア杯　開催要項

組み合せ　  　　　　

平成25年9月27日



1. ゴルフ規則

日本ゴルフ協会ゴルフ規則（以下ゴルフ規則という）と、館山カントリークラブ競技規則（以下競技規則という）

及び館山カントリークラブローカルルール（以下ローカルルールという）を適用する。

2. 競技委員会の裁定

競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し、全ての事柄について、この委員会の裁定は最終である。

3. 使用球及び使用クラブ

「公認球リストの条件・ゴルフ規則Ⅰ（ｃ）1ｂ」「適合ドライバーヘッドリストの条件・ゴルフ規則付Ⅰ（ｃ）1ａ」

を適用する。        ※ ワンボールの条件は適用しない。

4. スタート時間

競技規則第5条を適用する。

5. プレーの中断（昼食・パー3のホール）＝規則6-8（ⅰ）

前半の9ホールを終えた後、昼食のためプレーを中断をする。

また、パー3のホールで、先行組のプレーヤーは、自分の組の誰もがパットを始めていない段階で、後続組の

プレーヤー全員が、ティーインググラウンドまで来ている場合、グリーン上にある球の位置をマークし、拾い上げ

後続組にティーインググラウンドからプレーさせることができる。先行組からプレーするよう求められ、後続組が

それに応じたときは、後続組の各プレーヤーは、自分の球が他のプレーヤーのプレーを妨げたり、援助になると

思われるときは、その球を拾い上げることの許可を先行組のプレーヤーに与えたものとみなす。

6. 当日の練習

競技当日のコース内での練習は指定練習場以外行ってはならない。これに違反した場合は競技規則第9条を

適用する。

〈指定練習場〉

①　パッティンググリーン

②　練習場 ( ドライビングレンジ 、 バンカー・アプローチ練習場 ）

7. 移動

乗用カートへの乗車を認めるものとする。

8. 人工の機器

正規のラウンド中、距離のみを計測する機器を使用することによって距離の情報を得ることができる。

その他の機器（携帯電話など）を使用した場合、ゴルフ規則14－3により競技失格とする。

但し、昼食の為のプレー中断中は、ゴルフのアドバイスに使用しなければ、この限りではないものとする。
（仕事や家庭の事柄で電話するなど）

以上

競技の条件


